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～ 令和７年度墨田区議会定例会 11 月議会が終了しました ～ 

区民生活応援事業費等を盛り込んだ
補正予算などを可決 
 

 
 
 

 
 
 

 
《一般会計補正予算について》 

今議会では、国の重点支援地方交付金の拡充を踏まえ、商品券（おこめ券を含む）による食料品の物
価高騰対策として区民生活応援事業費24 億2 千万円をはじめ、物価高対応子育て応援手当の上乗せと
して児童手当・児童育成手当支給事業費7 億5,950 万円、健康維持増進事業を安定的かつ円滑に実施す
るための公衆衛生協力団体等支援金給付事業費 6,300 万円、区内産業の持続的発展に寄与する事を目的
としたビジネス・ものづくり助成事業費 5,620 万円、都立児童相談所誘致における準備経費 1,276 万円
など、早急に対応が必要な事業について、歳入歳出それぞれに合計 50 億 4,753 万円を追加計上した補

正予算3 件が、原案通り可決されました。 
 

 
11 月議会終了にあたり山本 亨 墨田区長は、 
「１１月議会が閉会されるに当たり、一言ごあいさつをさせていただきます。 
初めに、一昨日、北海道・三陸沖で発生した地震災害では、多くの方が被災され、各地で大きな被害

が生じています。被災されたすべての皆様に心からお見舞いを申し上げます。 
本区としても、区民の生命と財産を守るため、これまでの災害を教訓に、安全・安心なまちづくりを

着実に進めていきます。 
今次議会は、１１月２６日から本日まで１５日間にわたり開会され、条例案１４件、予算案８件、契

約７件、その他１７件を当初提案させていただきました。うち、予算案４件、条例案９件の早期議決、
また、令和６年度各会計決算のご認定をいただき、さらには本日、予算案１件を追加提案させていただ
きました。 

議員の皆様には、連日、熱心に、また慎重にご審議をいただき、いずれも適切なるご決定を賜り、誠
にありがとうございました。 

本会議質問や各常任委員会の質疑の中で、皆様方からの様々な視点による貴重なご意見や課題解決へ
のご提言を真摯に受け止め、今後の区政運営にしっかりと活かし、反映させていきます。 

なお、旅館業法施行条例の一部を改正する条例及び、墨田区住宅宿泊事業の適正な運営に関する条例
につきましては、付帯決議の趣旨を十分に踏まえ、速やかに対応していきます。 

さて、早いもので本年も残すところ２２日となりました。 
この機会に１年を振り返り、私の思いと御礼を申し上げたいと思います。 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

令和７年度墨田区議会定例会11 月議会は、11 月26 日（水）から12 月10 日（水）まで15 日間に
わたり開会されました。 

11 月 28 日（金）の本会議では、令和 6 年度各会計決算 4 件が認定された後、補正予算 4 件のほ
か、条例９件の区長提出議案が可決されました。 

最終日となった本日の本会議では、物価高騰を踏まえ、家計の負担を軽減するための生活支援策と
して、区内全世帯を対象に商品券等を配布するための、区民生活応援事業費などを計上した補正予算
を含む 34 件の区長提出議案がいずれも可決されたほか、議員提出議案「固定資産税及び都市計画税
の軽減措置の継続に関する意見書」ほか４件が全会一致で原案どおり可決されました。 



今年は、２０年ぶりに「人がつながり 夢をカタチに 墨田区」というキャッチコピーを掲げた新た
な基本構想を策定しました。１０年先のまちの将来像を意識しながら、本区ならではの「人と人とのつ

ながり」を基軸として、未来を見据えた様々な取組を進めてきました。 
３月には、とうきょうスカイツリー駅付近の連続立体交差事業により、長年の地元の悲願であった東

武伊勢崎線第２号踏切の除却が完了しました。高架下活用の検討や、周辺まちづくりの推進など、引き
続き、まちの魅力の向上に取り組んでいきます。 

４月には、こどもの大切な権利を守り、こどもの健やかな育ちを支えるため、「墨田区こども条例」
を施行しました。新たに策定した「墨田区こども計画」に基づき、切れ目ない子育て支援の更なる充実
を図っていきます。 

５月には、来年度に開催する総合的芸術祭の方向性を示した基本構想を策定しました。現在、プレイ
ベントの実施などにも取り組んでいますが、本区の豊かな文化芸術資源を生かし、区民の誇りと愛着を
育むとともに、地域力の一層の向上を図るため、開催に向け、万全の準備を進めていきます。 

８月には、終戦８０年を迎えました。郷土文化資料館における企画展や、本区にゆかりのある様々な
方からお寄せいただいた平和メッセージ展などを開催してきました。 

１１月には、すみだ保健子育て総合センターが開設１周年を迎え、公募を通じて、愛称名が「すみほ

こ」と決まりました。区民に寄り添い、親しまれ、地域と繋がる施設として、区民の健康づくりの拠点
となり、「健康長寿日本一のまち」の実現に取り組んでいきます。 

今月には、学校法人千葉工業大学と資源の相互活用、次世代育成等に関する連携協定を締結しました。
区内における大学との連携協定は４校目となりますが、公民学連携による新しいイノベーションの創出、
地域の活性化に向け、引き続き、大学のあるまちづくりを推進していきます。 

以上、主なものを申し述べましたが、議会の皆様からの要望も含めた真摯な議論を経て、ご理解、ご
協力をいただきながら１年間の区政を進めることができました。改めて皆様に感謝を申し上げたいと思
います。 

区政には様々な課題がありますが、区議会の皆様、区民や事業者の皆様と共に、“すみだ”の未来につ
ながる区政運営に、今後とも取り組んでいきます。 

さて、本日、追加で提案し、ご決定いただきました補正予算案では、全世帯を対象に、１世帯あたり
約１万円分の商品券等を配布するための費用等を計上しました。長引く物価高騰により、区民生活や事

業者を取り巻く厳しい状況が続く中、速やかに支援が行きわたるよう、取り組んでいきます。 
終わりに、皆様には、年末・年始に掛けてご多忙を極められると思いますが、ご健康には十分留意の

上、区民の皆様ともども、夢と希望に満ちた新しい年を迎えられるよう心からご祈念を申し上げまして、
今定例議会の閉会に当たってのごあいさつとさせていただきます。 

どうもありがとうございました。」と挨拶しました。 
 

《資料》別紙１ 議事日程第４号（12 月10 日） 
別紙２ 議員提出議案第２号 
       固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続に関する意見書 
別紙３ 議員提出議案第３号 

巨大災害発生に対する体制整備に関する意見書 
別紙４ 議員提出議案第４号 

重点支援地方交付金の拡充等に関する意見書 
別紙５ 議員提出議案第５号 

太陽光発電設備のリサイクル推進及び適正な廃棄処理に関する意見書 
別紙６ 議員提出議案第６号 

脳脊髄液漏出症患者の救済を求める意見書 

《問合せ》区議会事務局  ℡ 03-5608-6350 

     政策担当（物価高騰に係る補正予算に関すること） ℡ 03-5608-6231 

※ お問合せは午後5 時までにお願いします。（広報広聴担当 ℡ 03-5608-6220） 


